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日頃より当法人の事業に対し深いご理解を賜り感謝申し上げます。
当法人は昭和24年に「印刷・紙工」の技術習得及び「調査研究・改善」
等を図り北海道の印刷産業の振興を目的として道より認可を受けました
社団法人です。
この度この事業目的をより発展させるために、印刷及び関連産業へ関
心のある学生・生徒を対象にした冊子を年４回をめどに発行し頒布する
事と致しました。
印刷業界に入りますと基礎部門・概要的な内容は省いていきなり生産
に直結する部門に配属され内容を理解せずに結果のみを追求する事にな
りかねません。そこで印刷及び関連事業の基礎的なものを中心に編集す
る予定です。
印刷及び関連産業へ関心のある学生・生徒そして教師のお役に立てば
幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社団法人　印刷紙工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　高橋　昭治郎

は　じ　め　に
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　第１回目の今回は、基本的な、印刷物の用紙の大きさについて色々記述
していきます。　紙の大きさの意外な法則や用途等を覚えて参考となる内
容になっています。ぜひお役立て下さい。



紙の大きさ・1

　印刷物の大きさと云われた時何となく思いうかぶ形があると思います。
何故その様な形になったのかは、理由があるのです。ほとんどの印刷物は
図のような形をしています。それは長い方を　にしても形が同じ（相似
形）なのは、この形しかないからです。

　図の様に横の長さを１とすれば縦の長さは√２となります。すなわち横と
縦の比率は１：√２になります。これを中央より　にしますと　：１とな
り同じ１：√２となります。
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紙の大きさ・2

印刷用紙の仕上げ寸法は下図Ａ列とＢ列の２系統ありＢ列の方が大きく、
それぞれ０番～10番までを日本工業規格（JIS P0138）で決められています。

印刷に使用するために市場に流通している用紙は、仕上のための寸法を加
えてあるため、少し大きくなっています。　代表的な原紙の寸法はＡ列
は菊判（636×939）、Ｂ列は４／６判（788×1091）とよばれています。
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よく使われる二つのサイズを下記の表から抜き出します。
A4は  210mm×297mm   B5 は 182mm×257mm となります。
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又A列・B列の後に付く大きさを表す数値は、下図のとおりです。
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実際に印刷を行う時の紙の大きさは、出来上がりの寸法・印刷の通し数を
少なくするため同じものを数枚並べて印刷する面付・印刷物の数量・印刷
機械・製本機械の寸法等を考慮してどの大きさが適するかを選択します。
このため一般的には全紙を更に等分割して印刷する事が多いのです。全紙
の等分割の方法は２切３切４切６切８切・・・他数十種類あります。

紙の大きさ・3

◎Ａ列とＢ列との関係
図のような関係にあり面積比はＡ列１：Ｂ列約１.５となりＢ列はＡ列の
５０％増となります。又一辺の比はＡ列１：Ｂ列約１.２２となります。
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紙の大きさ・4

◎紙製品の寸法（書籍・雑誌等）と規格
書籍雑誌等の寸法は基本的には任意であるが、経済寸法、書庫等を考慮    
　しておおよそ下記の寸法が多く見られます。

帳票類の寸法
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